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　　　　ユ94．2年　＋一月の天象　僻刻は躰鱗畔＞
　　　　　　　　　　　　Heavens　of　November．

　十一月は，“3日の明治節の日に雨が降った例は縄封に無い”と言はれるほ

ど匠，好天氣の約束される季節である．三って，天象の観察には，；一・年中の最

上の時であることを忘れてはならなV・．一我が日本で，今日の天：文ファンは，

都會に多V，．これは實に遺憾なことである．言ふまでもなく，都市といふも

のは，星を見るのに最も不適當な土地なのである．ラヂオと星とは，田園生

活者の特灌であるこ≧を思ひ，もっと田舎に星のファンが増すことが願ほし

い。殊に，流星や黄道光や攣星の観測などは，都市では殆んど縄望である。

　～二の十一月は，8日に太陽が天蜴宮の中央に來て，“立冬”となり，23日目

は“人馬宮”に侵入して，季節は“小雲”となる．例によって，新黒難群め

出現を見逃さないこと．

　月は，1日に下弦，9日に新月，15日に上、弦，23日に漏月となる．故に，下’

旬のアンドロメダ流星群は之に妨げられるけれど，中句の獅子座流星群は（殊

にその初期出現は）都合好く観察し得るだらう．

　遊星界は，火星金星水星の三つが太陽lc近『くて，観測不可能のほか，他1・IS

皆，大抵，便利よく見られるが，しかし）・何れも，夕刻よりも，むしろ早曉

の室の見ものとして，貸しまれるものである．中tcも，天王星，土星，木星’

の三つは，非常に見易く，若し手頃の望遠鏡があれば，終夜見飽きない眺め

であらう．

　木星の4衛星の出波は，この月の間，頻繁に見ら．れ・殊に5日には第四衛

星の蝕が，始めも絡りも共に我が日本で見られる．叉プ24日にも第三衛星の

蝕が，始三共に見えるのは，見逃してはならない．詳細はヲ『文年鑑（天界247）

第27頁を見られよ．

　23日の23時過ぎ，アルデバラン星が月に掩蔽される。これも可なり興味深

V・ものである．

　蝕攣星アルゴルの極小は，急報557號に豫肥してあるが，、殊に此の現象の

維夜槻弓に適するのは十一月10日の夜であるe
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1941年十月の火星スケチ（5）

Sketches　of　the　Mars，　1941　October．
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蔓轡支部
黄滋光観測所

田上天女憂　滋賀縣栗太郡上田上村桐生

滋賀縣堅田局陣内
倉敷天女台　岡山縣倉敷市
大阪市電氣科學館プラネタ　iJウム　（大阪市四ツ橋）

i毫北市公絶群内

廣島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部
　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小順鞘二郎，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3，愛　星　課　（課長　木津成麿，幹事　小澤喜一）

　　4。太陽課（課長歓，幹事静岡縣志太郡吉永村吉永1768大右辰次）
　　5．黄道光課（課長田上天文豪山本一清，幹事本田實）
　　6．豫　報　課　（課長　山本一清，幹事　堺田萱雄）

　　7．機　械課　（課長　滋賀縣野洲郡申里村木部7k三半麿）
　　8．窟　薦　課　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　伊達英太郎，幹事　佐伯恒夫，青木章）

　　　　火星班（班長兵庫縣川刷子雲雀丘fii；t英太鄭）
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　　12．歴史碍究課　（課長　兵庫縣武庫監本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観測部規定　（昭和6年11月22日制定）

第1條　本観測部ハ東亜野里協會ノ目的テ蓬スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ観測
　　研究テ行フ，

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜二丈協會員ハ希望二vaリ本観測部員トナル事が出來ル．
第5條　　部員ハ観測上ノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ東亜天文プレテン，東亜天丈協
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